
 

チリのﾘｯｿﾆｱ（コンブ類）Lessonia trabeculate 

の違法採取が海藻資源の減少が危惧されている。 
 

チリの沿岸では、ﾘｯｿﾆｱの仲間が、豊富な海中林を形成している。 

これらの海藻資源を守るために、採取は許可制になっているが、近年 

この海藻がアルギン酸の原料のほかに、肥料に利用され始めて違法採取が 

多くなり、昨年は、250 トン（乾燥）の押収があった。 

 （ネット情報より大野正夫） 
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